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（毎月19日は食育の日） 長井市給食共同調理場 （文責：鈴木 葵）

長井の

給食

令和７年度

にじ
ながい

きゅうしょく

うまのかみしめごはん

献立作成者：鈴木 葵

＊牛乳は毎日１本つきます。

＊ごはんはレインボープラン認証
はえぬきです。

学校給食のはじまりは明治２２年までさかのぼります。山形県鶴岡町（現在の鶴岡市）の大督寺というお

寺にあった忠愛小学校で、貧しい子どものために食事を提供したことがはじまりとされています。お寺の僧

侶が一軒一軒家を回り、その家でお経を唱えることでいただいたお米やお金で昼食を用意したといわれてい

ます。その後、学校給食は全国に広がり、時代とともに進化していきました。

毎日学校で食べる給食ですが、どうして給食はあるのでしょうか。まず、給食を食べることで空腹が満た

され、午後の授業や部活動に元気に取り組めるようになります。もともと、日本人は朝と夕の１日２食でし

たが、江戸時代になり人々の生活時間が長くなったことで昼食をとるようになったそうです。長い一日を元

気に過ごすために、昼食はとても大切です。そして、給食の献立は栄養バランスを考え、体の成長に必要な

栄養素を満たすことができるように作られています。給食を食べることは、健康づくり、丈夫な体づくりに

役立ちます。一方で、給食の献立は毎日違います。旬を迎えた食材や、地場産物、郷土料理、行事食を味わ

うことができます。給食をとおして、食文化や地域の産業、食べ物とそれにかかわる人の存在を学ぶ教材と

しての役割を担っています。「給食が楽しみで学校に来ています」そう声をかけてくれる人もいます。給食

は学校生活の中の楽しみでもあると思います。クラスみんなで食べる給食の時間を存分に楽しんでほしいで

す。

学校給食は、なぜ必要？？

学校給食はじまりの献立＆給食記念日セレクト給食など実施します

★アレルギー

対応食提供日

★アレルギー

対応食提供日

給食記念日セレクト給食＆

JA山形おきたま雪若丸給食

お正月

献立

地産地消

の日

冬至

献立

学校給食

はじまりの

献立

●１７日（水）学校給食はじまりの献立

明治時代に山形県の忠愛小学校で始まったとされる学校給食ですが、その当時の献立はおにぎり、焼き魚、

菜の漬物で、子どもたちは大喜びで食べていたそうです。１７日は、学校給食のはじまりの歴史を知ること

を目的に、おにぎりや塩鮭などを提供します。毎日当たり前のようにいただく学校給食ですが、

その背景や意義を考えるきっかけになればうれしいです。

●２４日（水）給食記念日セレクト給食＆JA山形おきたま雪若丸給食

「食への意欲をもつ」「自己管理能力を身につける」「自分で選んで食べる楽しさを味わう」

の３つを目的に、給食記念日セレクト給食を毎年実施しています。自分で食べる物を自分で選ぶことは、一

生続いていきます。自分の体を健康に保ちながら、楽しく豊かな食事ができるようになってほしいです。

また、ＪＡ山形おきたま長井地区農政対策協議会様より、長井市産雪若丸をいただきます。雪若丸は、

２０１８年秋にデビューした新しい品種のお米です。大きな粒、しっかりとした弾力、ほどよい粘りが特徴

とされています。ぜひ、よく噛んで味わって食べてみてください。

●長井市産の冬野菜をいただきます！

冬野菜が旬を迎えています。寒さに耐えて甘みやうま味を蓄えた冬野菜は絶品です。今月は、冬野菜の代

表である長井市産の大根をおでんや汁物、ポトフなどにして味わいます。その他、かぶ、キャベツ、長ねぎ

などが長井市産です。おいしくいただきましょう。

今年の冬至は、１２月２２日(月)！
１年で最も昼の時間が短くなる日です。この日を境に

徐々に日が伸びていきます。

ゆず湯に入って身を清め、かぼちゃや

あずきを食べて邪気を払い、無病息災を

祈る風習があります。

おせち料理の松風焼きを食べよう！
松風焼きは、味をつけてよく練ったひき肉を、平らにの

ばして上からけしの実をふって焼いた料理です。表はけし

の実、裏は何もないことから「隠し事のない正直な生き

方」ができるようにという意味があります。給食ではけし

の実のかわりにごまを使います。

〇 材料４人分（小学３・４年生） 〇 ●作り方●

・お米 ２合

・水 ２合の目盛りまで

・酒 大さじ１

・塩 小さじ1/2

・（乾燥）うまのかみしめ ３５g

・（乾燥）だし昆布 ３g（５㎝×７㎝くらい）

①お米をといで炊飯釜に入れる。２合目の目盛りまで

水を入れる。

②酒と塩を入れて軽くかき混ぜ、水でもどした

うまのかみしめ（※）とだし昆布を入れて炊飯する。

③炊き上がったら昆布を取り出し、全体をほぐし

混ぜて味見をしてできあがり。

※乾燥大豆のもどし時間は朝炊飯したい場合は前日の朝、夕方

炊飯したい場合は前日の就寝前くらいから冷蔵庫で。もどすと

２倍くらいの量になります。

来年の干支は午！

うまのかみしめは、置賜地域に伝わる大豆の在来種で長井市の特産

品です。豆の表面に馬が噛んだような跡があることからこの名前が付

きました。うま味が強く、よく噛むと甘みやうま味が味わえます。来年

の干支は午！ぜひ味わってみてください。

えと うま


